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医療的ケア児支援法施行をめぐる動き～あれこれ～ 91,・
“
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|1 令和 3年 9月 18日  医療的ケ ア児支援法が施行とな りま した。これに伴 って
|1私たち「あ りんこ」の周囲でもいろいろな動きがあ りま した。

|| まず、青森朝 日放送のテ レビ取材が 「やよいのあか り」に入 りま した。放送は

l110月後半か ら 11月 の予定で、まだ未定ですが、夕方 6時 15分 か らのスーパ ー
|IJチ ヤンネルABAの特集と して放送される予定です。法律が施行 して、医療的ケ ア
||の必要な方たちにどのような具体的な支援が届 <のか。医ケアのある子もない子
||も一緒に育つ私たちのような居場所に支援の手が伸びるといいなと思 っています。

|1 次に、 9月 15日 に冑森県障害者自立支援協議会医療的ケ ア児支援検討部会の
‖3年度初の会議がオンラインで行われ、青森県の コンサ ルテ ーシ ヨンチームの活
‖動状況、医療的ケア児支援法施行後の県と しての動 きなど、報告や質疑が行われ

||ま した。法律ができて も、す ぐには具体的な動きにな らない現状を変えてい ける

||ように、どんどん発言することが私の役割だとの思いを強 <しま した。
|| ‐そして 9月 25日 、これもオンラインで全国医療的ケ ア児懇親会が開かれま し
||た。主催 は国立成育医療研究セ ンターの医療型児短期入所施設 「もみ じの家」の

‖内多勝康さんです。知る人ぞ知る元 NHKの アナウンサ ーで、現在同施設のハウスマ
‖ネージャをされています。 (ユーカープに内多さんの法律朗読が

"フ

°
されています。 )

li 3回全国の医療的ケア児親の会を立ち上 |ずるため に、各都道府県の関係者 (当
|1事者や支援者 )に直接声をか け、青森県には直接のつてがなか つたとのことで
||「青森県  医療的ケア」で検索 して 「あ りんこ」 |こ繋が つたそうです (*▽ *)
|| そんな偶然で繋が ったご縁。本当は県内の医ケア児の親を繋 げてミーテ イング

||を開催 してか ら懇親会に臨む予定で したが、私の動きが悪 <、 開催に至 りません

||で した。 25日 の段階でミーテ イングが開催 されていないのは冑森県だ けという
‖結果にとても驚き、反省 しています。今後早急に開催 したいと思います。

令和 3年 10月 1日発行

|インフんエンザワクチン接種のお知らせ|

|__生堕|ちの生夏塁科より主 _|

早いもので、もうインフルエン
‐
リワ

クチン接種を考える時期になりまし

た。いちのへ耳鼻科では、ありんこ会

員とそのご家族様を対象に11月から

接種することができます。接種費用

は3年も会員様、ご家族様いずれも1
回1600円となります。
新型コロナワクチンとの兼ね含い

もありますが、お早めにご検討の上、

接種を希望される場合は10月中にご

連絡<ださい。接種希望場所、日時等
を調整させていただきます。

(砲090-7936-8874-戸携帯 )

会員の皆様にはいつも活動へのご理

解とご協力をいただ き本当にありが

とうございます。10月から会員継続
のお願 いの文書をお送りしておりま

す。継続のお手続 きをお願い致しま

す。また、ご意見等もお寄せ<ださい。

今月の活動 (9月) 
“
戦 ヂ崚電

散歩や 運動をするのにはとても良い季節になりました。利用者様は、主に、

午前中はみんなで、午後は個別に近 <の公園への散歩などを楽しんでいます。
国内の遊具で重心にかえって遊んでみたり、記念写真を撮ったり。

コロナ禍で外出は制限されていますが、感染対策をして、広い屋外へのお

出かけを楽しみたいと思います。

そして、秋は芸術も 1屋内での活動もこれから増えるので、いろいろと工

夫をして、ありすらしい活動を行っていきます。公園散策で見つけた落ち葉や

本の実が、素敵な作品になるかも ?しれません。
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可愛<結つたね !

笑顔が素敵 な女子たち。

散 歩はみんな大好き。立ち止 まって撮つ

たり、カメラに突進 したり(笑 )

職員が動き出すと、自然

と片付けを手伝って <れ
ました。ありがとうね !
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